
豊川一男ガバナー公式訪問役員懇談会 

2016 年 10 月 31 日 

（日 時）2016 年 10 月 26 日（水）11:10～12:00 

（場 所）伊勢崎プリオパレス 

（出席者）地区役員 

豊川一男ガバナー、赤堀賢二ガバナー補佐、市村信也地区幹事 

クラブ役員 

森田高史会長、峯岸則幸直前会長、石田保会長エレクト、辻健夫会計 

新井良和幹事、星野文彦幹事エレクト、高橋美帆伊勢崎 RAC 会長 

 

   

 

新井幹事の司会で始まった役員懇談会は、豊川ガバナーの挨拶、森田会長の挨拶と和やかな雰囲気

の中で開会されました。 

各参加者の自己紹介の後、懇談冒頭で豊川ガバナーから地区目標が各委員会にトップダウンされてい

る地区のリーディングクラブだと伊勢崎ＲＣを賞され、またこのようなシステマチックに運営されて

いるクラブは他に類が無いと感心をされていました。 

それについて、森田会長、峯岸直前会長より昨年組織変更を行い会員の意識を変えたこと、ＣＬＰを

導入し長期計画を立て目的意識を明確にしたことなどが説明されました。 

高橋 RAC 会長からは会員増強を強化したいが難しいとの質問がされ、ガバナーより他クラブや 

インターアクトなどと連携し活動を強化したり、机上の考えではなく視線を浴びるように行動をする

ことが大事などとアドバイスされていました。 

また会員増強では現状 80 名体制を維持しているが新入会員 10 名以上との目標値を掲げクラブ研修、

親睦の充実を図りながら活動しているとの説明がされました。 

青少年奉仕ではホストファミリーの件についてのお願いをし、青少年交換学生の受け入れの継続によ

り共に感動を得ることが大事との話やニコニコボックス投入増加、Ｒ財団、米山記念奨学会の早期寄

付の実現のすばらしさなどが懇談会の中で話され、和やかなうちに時間となり閉会となりました。 

 

 

（報告：星野幹事エレクト） 

 

 



豊川ガバナークラブ協議会報告書 

2016 年 10 月 31 日 

１．開会 (1 時 15 分)       司会  新井良和幹事 

２．ガバナー挨拶              豊川一男ガバナー 

３．クラブ方針発表（クラブ目標）      森田高史会長 

４．各テーマについての懇談 

  (1) 山崎裕紀雄会員増強チームリーダー 

  (2) 阿部良憲職業奉仕チームリーダー 

  (3) 久保貴則地域社会奉仕チームリーダー 

  (4) 丸橋幹国際奉仕チームリーダー 

  (5) 関徹也Ｒ財団・米山記念奨学会グループリーダー 

  (6) 岸慈音米山記念奨学チームリーダー 

  (7) 峯岸則幸クラブ研修リーダー 

５．総評                  赤堀賢二ガバナー補佐 

６．閉会 (2 時 15 分) 

 

上記のように協議会が開催されました。 

 

  

 

   

 

   



  

   

協議会報告 

例会終了後行なわれた協議会では、新井幹事の開会の言葉で始まり豊川ガバナー挨拶、森田会長の

クラブ方針発表と続き、各テーマについて GL,TL が発表致しました。ここで一部の様子を報告致

します。今回、豊川ガバナーは各テーマの報告を全部聞いてからご自分の意見を話されました。 

 職業奉仕では模擬面接を受けた学生を是非、会員の会社に受け入れてほしい、そのことにより地域

社会の奉仕になる。社会奉仕では児童養護施設の 8 案件についての奉仕終了後は他にもたくさんあ

るので継続して奉仕してほしいとのことと広瀬川クリーン作戦のプログラムではローターアクト

も参加しているので会員増強の一助になるように協力しあげたらどうか。 

 国際奉仕では森田会長の地区委員時代にグローバル補助金の使用についてのビジョンの打ち上げ

が礎になっていて、外国への教育支援につながってきているので地区でも応援したいとのこと。 

 Ｒ財団･米山記念奨学会の寄付では目標に対しての達成度についてのお礼、また寄付についての解

釈の仕方などの話など興味深いお話をされました。 

 最後に伊勢崎 RC の現況報告書に触れ、システマチックに書かれていて非常に良い、またクラブ運

営が非常に素晴らしいという事を、他クラブにも啓蒙しいきたいとのお話でした。 

 質疑応答では森田会長より地区の将来的な組織体についての質問がありました。 

 それについて豊川ガバナーからの回答として長期戦略委員会で 2020 年にロータリーが 100 周年を

迎え、また 2840 地区が 20 周年を迎えるに当たり地区のビジョンの確立を話しあっている。 

 その為に若いロータリアンに地区に多く出てもらい若返りを図りレベルアップして行きたいとの

主旨を話されていました。 

 総評として赤堀ガバナー補佐からは四つのテストの中のみんなに公平かの和訳に対して公平か公

正に訳すかで議論があったなどの面白い話をされた後、伊勢崎ＲＣがリーディングクラブとしての

クラブ運営を充実させて活発に活動してほしいとのお話をされていました。 

 協議会終了後はプリオﾊﾟﾚｽ内スタジオにて会員参加者４５名が豊川ガバナーを囲み記念撮影を行

いすべての行程が無事終了致しました。 

 最後に今回の豊川ガバナー公式訪問を迎えるに当たり、協力してくださった各チームの皆様に感謝

申し上げます。 

（報告：星野幹事エレクト） 


